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研究成果の概要（和文）： オントロジーに基づき、地理学の研究対象をある場所に位置づけられる事象と、事
象が位置することである特性を帯びる場と定義づけた。系統地理学は前者を対象とし、地誌学は後者を対象とす
る。地理学における「地域」は多義的に用いられており、系統地理学では、地域は事象を記述するツールとして
用いられ、一方、地誌学では、その対象である特性を帯びる場を地域と称してきた。系統地理学においては、
「地域」とともに「景観」が記述のツールとして用いられてきた。ある場所に位置づけられる事象を「景観」と
「地域」で記述し、「環境」、「伝播」「距離」、「時間」、「流動」によって、「景観」と「地域」を説明す
ると整理できる。

研究成果の概要（英文）：   Based on Ontology, subjects of Geography could be defined as features 
which are located on the ground surface and as places where features are located and specific 
characteristic is gained. The former could be subject of Systematic geography, and the latter could 
be subject of Regional geography. Region could be defined differently in geography. In systematic 
geography, region is treated as a tool to describe features which is located, and in regional 
geography, region is its subject. In systematic geography, not only region but also landscape are 
treated as tools to describe, and environment, diffusion, distance,time and flow are tools to 
explain region and landscape.

研究分野：人文地理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
山本は、埼玉大学において地理学概説や人
文地理学実習を担当し、GIS と関連づけなが
ら、とりわけ大学地理教育の標準的内容につ
いて検討してきた（(2002)「大学教養教育に
おける地理学カリキュラムの検討―GIS を
基礎として、GIS の基礎として」2002 年度
日本地理教育学会, (2003)、「ドイツ地理教
育における GIS 利用の展開」地理情報システ
ム学会講演論文集, 12, 267-270）。 
そこで、GIS アプリケーションで用いられ
る概念・用語と地理学で用いられる地理空間
概念や各種用語との関係が不明瞭であるこ
と、そして、目的が不明確なままツールとし
ての GIS 利用が先行しているきらいがある
こと、また、GIS における地理情報の取り扱
い方法から、地理学における用語・概念自体
の整理が可能であることを認識するに至っ
た。一方、加地は、オントロジーの理論的研
究に従事し、その地理空間概念への応用に関
心を抱いてきた（(2005）「オントロジー構築
のための実在論的方法論」人工知能学会
誌,20-5,595-603、 (2008)「現代のオントロ
ジーとアリストテレス」河野哲也他編著『環
境のオントロジー』所収）。 
オントロジーとは、ある分野で用いられる
概念や用語を相互に関連づけ体系的に整理
することであり、蓄積されてきた知識体系の
再利用可能性やコンピューターによる理解
可能性、相互操作可能性を高める。様々な分
野でコンピューター利用が進展する中、各分
野で蓄積されてきた知識体系をコンピュー
ターで統合的に取り扱う必要からも、このオ
ントロジーの重要性は高まっている。とりわ
け、場所や位置、地域といった地理空間に関
わる用語・概念は多様で複雑である一方で、
多くの分野に関わる点で、また、GIS 利用が
進展する中で、オントロジーの適用が求めら
れる。オントロジーの手法を用いて，地理空
間概念と地理学用語の体系化を行い、その作
業をもとに、とりわけ大学における地理教育
の標準的でかつ体系的な教授内容を確立す
ことができよう。 
オントロジーに関しては、日本では、大阪
大学工学部などでオントロジー工学に関す
る研究が行われている。しかし、地理学、GIS 
との関連では、GIS 情報の整備をオントロジ
ーに基づいて行おうという研究が産業技術
総合研究所旧サイバーアシスト研究センタ
ーで行われてきた程度であり，概して日本で
は研究の遅れが目立っている。一方、ニュー
ヨーク大学バッファロー校 UCGIS、地理情報
システムに関する学際的な研究が行われて
おり、そのなかの１部門として、オントロジ
ーを基礎としたＧＩＳ研究が進められてい
る。 
本研究を通して、地理空間概念と地理学用
語の整理と概念・用語間の関連付けが進展し、
かつ、GIS 用語との関連付けがなされること
で、地理学の従来の体系の見直し・再整理と

GIS 利用の効果的な利用促進が図られる。加
えて、こうした作業に基づいて、地理学の体
系化された標準的な教育内容を提示するこ
とができ、地理教育に大きく資することがで
きる 
２．研究の目的 
本研究の目的は、地理学における地理空間
に関わる概念や地理学において用いられて
きた用語を、地理情報システム GIS で用いら
れる用語と対照しつつ、オントロジーの適用
によって相互に関連づけて整理し、地理空間
概念と地理学用語の体系化を行うことにあ
る。加えて、この作業に基づき、大学におけ
る地理教育の標準的でかつ体系的な教授内
容を確立することを目指す。 
本研究を通して、地理学の体系化への展望
が開き、かつ地理学に基づく GIS の有効な利
用が可能となる。そして、大学に加えて初等
中等教育における地理学の標準的教授内容
の整理見直しも視野に入ってくることとな
る。 
３．研究の方法 
 まず、オントロジーの適用に当たり、従来
の他分野、他概念へのオントロジーの適用、
従来の地理空間概念へのオントロジーの適
用を山本と加地が精査・検討し、本研究にお
ける適用方法を決定する。それに基づき、山
本が、地理学の概説書・入門書・専門書に加
えて研究論文における地理空間概念に関わ
る用語、主要なテクニカル・ターム、ならび
に、各種地理情報システムで用いられている
用語、それらの使用方法を収集し、相互に参
照しつつ、整理・関連付けを行う。山本は、
関連付け、整理に関して仮説を立て、その仮
説について、加地がオントロジーの理論から 
検討を加えて仮説の修正を行う。修正された
仮説について、山本と加地が議論を行い、結
論を導き出す。 
４．研究成果 
(1)地理学の研究対象の整理 
GIS で多用される「レイヤー」は、ポイン
ト、ライン、ポリゴンといったかたちをもつ
「フューチャー」を包含し、この「フューチ
ャー」が分析の対象となり地図化されること
となる。このフューチャーは、緯度経度とい
う位置情報をもつ事象であり、地理学の対象
として頻繁に言及される「地域」ではない。
そこで、地理学の対象を、「地表面の特定の
場所に位置づけられる事象」と定義する。こ
うした事象は、地表面上に「立地」し、「分
布」する。そして、これらは、「地理情報」
として GIS の扱う対象となりうる。 
人口や農業、工業といった事象は、特定の
場所に位置づけられることができ、それらを
扱う地理学の分野は、それぞれ人口地理学、
農業地理学、工業地理学という「系統地理学」
とみなすことができる。「系統地理学」は特
定の場所に位置づけられる事象を対象とす
る地理学の立場とみなされる。 
一方、地理学のもうひとつの分野であり立



場である「地誌学」は、ある定義に基づく地
表面の特定の領域を対象とする。それはアジ
アであったり、ヨーロッパであったりする。
そこでは、場所に位置づけられる事象ではな
く、「ある事象が位置することである特性を
帯びる場所」が対象とされる。この対象は、
GIS では扱うことができるのか、できるとす
ればどのように扱うことができるのか、課題
となってくる。また、ここにおいて、従来、
系統地理学に位置づけられてきた農村地理
学や都市地理学が扱う農村や都市は、ある場
所に位置づけられる事象ではなく、ある特性
をもつ場所であり、ある定義によって区画さ
れる地表面上の一領域である。その意味で、
地名によって定義される領域を対象とする
地誌学とその対象は同じであるといえる。 
以上、地理学の研究対象を、地表面上の特
定の場所に位置づけられる事象とある事象
が位置することである特性を帯びる場と定
義することで、前者を扱う系統地理学と、後
者を扱う地誌学と、地理学における２つの研
究の立場を位置づけることができる。 
(2)場所を示す方法の整理 
次に、地表面の特定の場所を示す方法を整
理検討した。GIS における位置は、緯度経度
という「数理的位置」によって示される。そ
こでは、「地名」もまた緯度経度に置き換え
られる。「数理的位置」と「地名」によって
ある場所の位置を示すことが行われてきた。 
地理学においては、加えて、ある都市や駅
からといったある地点からの方位と距離で
示される「関係位置」と、台地や半島といっ
た地表面の高低・起伏、陸水分布から定義さ
れる「地形（土地条件）」によっても場所が
示されうる。GIS においては「関係位置」の
うち距離はバッファーとして表現され、「地
形」は DEM として表現され、それぞれ、事象
の分布や立地を理解する手がかりとされる。 
(3)「地域」の多義性と記述のツールとして
の「地域」 
地理学において「地域」は重要な概念とさ
れるが、その定義は多様である。研究対象地
域、稲作地域、ヨーロッパ地域とそれぞれ表
記したときの「地域」の意味は異なっている。 
「地域」の定義は以下のように整理される。  
第一に、地表面の一部の単なる「領域」であ
り、研究対象地域といった場合の地域がそれ
にあたる。 
次に、系統地理学の対象である特定の場所
に位置づけられる事象を整理して記述する
ツールとして用いられる「地域」である。あ
る事象がある場所に立地するのは、ある役割、
働き、すなわち機能をもってのことである。
その機能は、立地場所の周辺に及ぶ。商店が
立地することでものやサービスを提供する
という商店の機能が、学校が立地することで、
教育を提供するという機能が周辺に及び、そ
れぞれ商圏や通学圏と呼ばれる。これが地理
学で用いられてきた「機能地域」である。 
また、ある事象が分布するとする。工場が

密に分布するとすれば、そうした領域を工業
地域として、すなわち面的な拡がりをもつ領
域として把握される。点からなる分布を領域
として把握していることとなり、こうした事
象が顕著に分布する領域を、地理学では、「等
質地域」と称してきた。 
(4)地誌学の対象としての「地域」 
 ある事象がある場所を占めることで、また
別の他の事象の立地を促す。そしてある場所
において様々な事象が相互に関連を有しつ
つ、その場所固有の個性を創り出す。こうし
た場を対象とするのが地誌学であり、こうし
た場に「地域」という語を当ててきた。系統
地理学において、地域は、整理して記述する
ツールであったが、地誌学においては研究対
象となる。 
 地誌学において対象となる地域は、構造な
いしシステムとして把握される。地域構造な
いし地域システムとは、第一に、地域を構成
する多様な事象を要素とし、これら事象が相
互に関連する様を指す。加えて、地域は性格
の異なる下位の地域から構成されるともさ
れ、この場合、下位の地域が全体の地域を構
成する要素となり、これら下位地域が相互に
関連しつつ全体の地域が構築されるとする。
このように、地域構造ないし地域システムは
二重の意味を有する。 
(5)記述のツールとしての「景観」と対象と
しての「景観」 
 事象の立地や分布は、可視的であり「景観」
として捉えることができる。地理学では、人
間の居住を家屋と集落として、そして、居住
に伴って行われる活動を通して生み出され
る土地利用として把握してきた。そして、特
定の場所に位置づけられる事象を対象とす
る系統地理学においては、それぞれ対象とす
る事象を「景観」として記述することを行っ
てきた。 
 一方、「景観」を多様な事象の総合として
観る見方も存在する。地誌学において、事象
が園場所固有の関係性をもち、その場所の個
性を造り上げており、それを「地域」と称し
て研究対象とされてきたが、ここにおいて、
「地域」と「景観」は同義となる。 
(6)地理学における説明 
地理学をして「人間」と「環境」との関係
の学問であるとの言説がなされてきた。前述
のように、地域と景観を系統地理学における
記述のツールとして捉えたとき、環境は、そ
の説明のツールである。ここで、従来、用い
られてきた環境決定論と環境可能論の対比
は意味をもたない。多様な環境の制約の中で、
多様な人間集団（民族、人種、社会集団）が
環境に適応する過程において、多様な地域と
景観が形成されると捉えられる。 
また、地域や景観は、伝播（空間的拡散）
のプロセスの結果、形成されたとしてみるこ
ともできる。ある事象には起源地があり、そ
こからどこにどのように事象が拡散し、今日
の地域や景観が形成されたのか。伝播は地域



や景観を説明する地理学におけるもう一つ
の重要なツールといえる。ここで、事象側か
らみる伝播は、それを採用する側からみれば
受容となる。環境への適応と同様、個人や集
団によって新たな事象、イノベーションに対
する態度、受容の仕方には差異がある。 
加えて、「地域」や「景観」は、ある場所
からの「距離」によって変化するものとして、
すなわち距離の関数としても捉えられてき
た。「距離」は地理学における「地域」や「景
観」を説明するツールの一つであり、とりわ
け生産や市場の位置を重視する経済活動を
扱う地理学において用いられてきた。 
地理学の論文題目に、変遷、変化、変容が
多用されることは、「時間」軸上において過
去にさかのぼり、そこからの「地域」や「景
観」の変化と変化をもたらす要因を考察する
ことを意味する。ここでは、気候変動や災害
などの環境変化、政策の実施や都市化など社
会・経済・政治上の変化が要因とされる。 
この地表面上の様々な場所に多様な事象
が位置することで、その事象間に「流動」が
生じる。こうした流動は、事象の分布の有り
様を変え、既存の「地域」や「景観」を強化
したり、弱体化したりすることがあろう。 
以上の整理を踏まえた上で、大学における
地理学の標準的なテキストを作成すること
が今後の課題である。 
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